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９月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　８月 14日、15 日に、町指定民俗文化財で桃山時代から伝わる盆踊り「中辻芸踊」が中辻公
民館前広場で行われました。踊りには中辻芸踊保存会と地元小中学生の約 20人が参加。広場中
央に設けられたやぐらを囲み、敵討ちや宿命の対決などの名場面を表現した躍動感ある踊りを
刀やなぎなたを使って披露しました。
　夢が丘中学校２年生の西澤悠

ゆう

さんは「踊りを習っていない地域の子ども達に伝承していきた
い」と目を輝かせて話してくれました。
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● 認知症とは ･･･
　年齢とともに自然に起こるものではなく、「脳の病
気」が原因で起こります。一旦獲得した知的機能（記
憶、認識、判断、学習など）が徐々に低下し、
日常生活や社会生活が営めなくなり、自立し
た生活が困難になっている状態をいいます。

● 症状は ･･･
　記憶障害・判断力の低下・見当識障害※など必ず認
められる中核症状と環境や性格などによって出現す
る周辺症状（妄想・幻覚・不眠・介護への抵抗・徘徊・
不潔行為など）があります。周辺症状は安心して生
活できる環境づくりや介護の工夫、薬などにより軽
くすることができます。

● 認知症の原因となる病気
　認知症の５～６割くらいはアルツハイマー病が占
めています。脳血管性認知症は約２割を占め、アル
ツハイマー病に合併することもしばしばみられます。

レビー小体病は約１割を占め、パーキンソン症状や
幻聴を伴い、症状の変動が大きいのが特徴です。認
知症の症状を示す疾患には脳腫瘍や慢性硬膜下血腫、
甲状腺疾患など治療が可能な疾患が隠れていること
もあります。

● 早期発見が大切
　認知症は、早期の発見により、進行を遅らせるこ
とができることもあります。薬で認知症を完全に治
すことはできませんが、より早い段階から飲み始め
ることで良い状態を長く保つことができるようにな
ります。早期に相談や介護サービス等を利用したり、
家族や周囲の人たちに病気の理解を得ることで、本
人が生活しやすくなることにつながります。また、
本人の記憶や意志が明確なうちに、本人自身が自分
の将来について考え備えておくこともできます。
　一方、認知症の症状を単なる老化によるものだと
勘違いし、早期発見が難しいケースもあります。

患は、認知症がトップを占めています。また、認定者
のうち、認知症高齢者日常生活自立度※ランクⅡ以上
の方が 560 人います。（65 歳以上人口の約 1 割）

　日本の高齢化率は 23％に
到達し、超高齢社会に突入
しました。誰でも老いは必ず
やってきます。年を重ねるに
つれ不安に思うことは、体が
動きにくくなるだけでなく、
認知症などがあります。厚生
労働省の研究班の調査で、全
国の認知症高齢者数は、平成
23 年時点で推計 462 万人に
上ることが発表されました。
　本町の高齢化率は 32.7％

（本年４月１日現在）になり、
介護認定を受けている方は千
人を超えました。その原因疾

　認知症を正しく理解し、認知症になっても住み慣
れた地域で安心して暮らせるまちづくりを地域ぐる
みで進めましょう。

―問合せ―　地域包括支援センター　℡82-5623

９月は高齢者保健福祉月間です
認知症になっても安心して暮らせる町づくり

～広げよう認知症サポーターの輪～

※認知症高齢者日常生活自立度 : 介護保険の要介護認定に用いられる指標で、ランクⅡ以上は何らかの支援を必要とする認知症高齢者が含まれる。
※見当識障害 : 現在の月日や時刻、自分がどこにいるかなどが分からなくなること｡

▲８月30日開催の認知症サポーター養成講座（出前講座）を受講の東町三丁目婦人学級と東町二・三
丁目の有志の皆さん。講座終了後、腕にサポーターの目印「オレンジリング」をつけていただきました。

認知症を正しく理解しましょう！
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● 発症のリスクを少なくする
　加齢が最も大きな要因のため、認知症は
防ぎようがないと思われがちですが、認知
症の約２割を占める脳血管性認知症の予防
には、高血圧や高脂血症、肥満などの対策
がとても有効です。アルツハイマー病も、
運動など生活習慣病対策で発症のリスクを
減らすことができます。楽しく運動するこ
とは、記憶をつかさどる海馬の働きを高め

ることが示されています。

● 脳の活性化を図る
　いろいろな方法がありますが、大切なこ
とは楽しく行うことです。仲間と一緒に昔
の遊びや仕事のことなどを語ったり、音読
や計算などの学習、音楽や絵画などの趣味
活動を通じ、仲間と楽
しく過ごす中で前向き
に生きる意欲がわいて
きます。

　医学的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安
として参考にしてください。いくつか思い当たることがあれ
ば、地域包括支援センターにご相談ください。

出典：公益法人認知症の人と家族の会

1 物忘れがひどい
□今切ったばかりなのに、電話の

相手の名前を忘れる
□同じことを何度も言う・問う・

する
□しまい忘れ・置き忘れが増え、

いつも探し物をしている
□財布・通帳・衣類などを盗まれ

たと人を疑う

2 判断・理解力が衰える
□料理・片付け・計算・運転など

のミスが多くなった
□新しいことが覚えられない
□話のつじつまが合わない
□テレビ番組の内容が理解できな

くなった

3 時間・場所がわからない
□約束の日時や場所を間違えるよ

うになった
□慣れた道でも迷うことがある

4 人柄が変わる
□ささいなことで怒りっぽくなった
□回りへの気遣いがなくなり頑固

になった
□自分の失敗を人のせいにする
□「このごろ様子がおかしい」と

周囲から言われた

5 不安感が強い
□ひとりになると怖がったり寂し

がったりする
□外出時、持ち物を何度も確かめる
□「頭が変になった」と本人が訴

える

6 意欲がなくなる
□下着を替えず、身だしなみを構

わなくなった
□趣味や好きなテレビ番組に興味

を示さなくなった
□ふさぎ込んで何をするのもおっ

くうがりいやがる

認 知 症 サ ポ ー タ ー
養 成 講 座 受 講 者 の
目 印 で す。 地 域 に
サ ポ ー タ ― の 輪 を
広げましょう。

事 業 所 に 認 知 症 サ
ポ ー タ ー が い る 目
印 で す。 安 心 し て
来 店 い た だ け る 店
をめざしましょう。

　
　
　

認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
え
る
取
組

「認知症」早期発見のめやす認知症を予防するには
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◇とき・ところ　９月 25日（水）
　❖浜坂保健センター　8：00～ 10：00
　❖すこやか～に… 13：00 ～ 15：00
◇がん検診の内容
　肺・胃・大腸・前立腺・肝炎ウイルス検診
　※特定基本健診、腹部超音波健診、骨粗しょう
症検診も実施します。

　※乳がん・子宮がん検診の日程等は広報しんお
んせん８月号 11ページに掲載しています。

　リレー・フォー・ライフ（命のリレー）とは、が
ん患者やその家族、遺族、支援者をたたえ、地域社
会全体でがん征圧を目指すチャリティイベントで、
がん患者と家族が 24 時間絶え間なく戦っているこ
とから、24 時間を通し会場グラウンドを歩き続けま
す。（リレーウォーク参加費千円、がん患者・18 歳未満無料）
◇とき　10月５日（土）11：00（開場・受付開始）
　　　　　～ 10月６日（日）14：00
◇ところ　養父市全天候運動場（いきいきドーム）
◇内容　主なもの
　❖リレーウォーク（24時間夜通しで歩きます）
　❖初日　トークショー（バニラシティ代表森田充

代さん）、講演（神戸低侵襲がん医療センター
院長藤井正彦医師）、生ライブ

　❖ 2 日目　意見交換会、閉会式後に当たりくじ付
おもちまき。バザー各種あります。

◇問合せ　リレー・フォー・ライフ但馬実行委員会
　℡ 079-665-5822　http://rfl-tajima.net

　今回は、健康づくりのポイントや各種の検診・予防
接種についてお知らせします。規則正しい生活や定期
健診による健康チェックで健康寿命を延ばしましょう。

◆問合せ　健康福祉課　健康推進係　℡99-2940

①栄養・食生活
□家族で食卓を囲み、食事を

楽しみましょう。

□食塩や脂肪は控えめにしま

しょう。

□主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを考え

て食べましょう。

□適正体重を知り、日々の活動に見合った量の食事を

摂りましょう。

②身体活動・運動
　運動は、生活習慣病の予防や、骨

密度の改善、ロコモティブシンド

ローム※の予防になります。

□いつでも、どこでも、楽しく歩こ

う１日１万歩（１週間７万歩）

③休養・こころの健康づくり
□快適な睡眠で心も体もリフレッ

シュしましょう。

□悩みや不安がある時は、まず誰か

に相談しましょう。

④たばこ・アルコール
□喫煙は、各種のがん、脳卒中、虚

血性心疾患、慢性閉塞性肺疾患な

どの原因になります。禁煙を心掛

けましょう。

□適量飲酒は、１日に日本酒なら１合未満

⑤口・歯の健康
　歯周病は、糖尿病の悪化や、肺炎の原

因にもなります。健康で楽しく過ごすた

めには、歯の喪失を防ぐことが大切です。

□歯磨きや歯間部清掃（フロス、歯間ブ

ラシ）を行い、口腔の清潔を保ちましょう。

□１年に１回は、かかりつけ歯医者を受診しましょう。

⑥生活習慣病
　生活習慣病は、健康長寿を妨げる最大の原因で、医

療費にも大きな影響を与えています。

□日常生活の中で、食事・運動・休養・禁煙を実践し、

病気の早期発見・早期治療で大切な命を守りましょ

う。

リレーウォークに参加しましょう！
リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2013 但馬

がん検診 
あなたをがんから守るのは、あなた自身です！

健康づくりのポイント

※ロコモティブシンドローム：略称は「ロコモ」、和名は「運動器症候群」。筋肉、間接、軟骨、椎間板といった運動器のいずれか、または複数に障
　　　　　　　　　　　　　 がいが起こり、歩行や日常生活に支障をきたしている状態
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　インフルエンザが流行すると特に高齢者や慢性
疾患患者の死亡率が高くなります。気管支炎や肺
炎などを合併し、重症化することが多いのも特徴
です。インフルエンザ予防接種は高齢者の発病防
止や、特に重症化防止に有効であることが確認さ
れています。
　今年も 10 月１日から予防接種を
開始しますので、希望の方は流行す
る 12 月上旬までに接種しましょう。

◇検診費用　2,000 円（受診した医療機関でお支
払いください。）

◇受診方法
　①申込みをした方
　　送付した受診票に記入の上、直接、医療機関
で検診を受けてください。

　②申込みをしていない方
　　医療機関に相談してください。

◇期間　10月 1日（火）～ 11月 29日（金）
◇対象　20歳以上の女性
　　　　※集団検診を受けた方は受診できません。
◇実施医療機関

　現在は、人生 100 年といわれるほど平均寿命が延び
ました。これからは、健康上の問題で日常生活が制限
されることなく生活できる期間「健康寿命」を意識し
た生活に心がける必要があります。

　65 歳以上の方は、１シーズンに１回の予防接種
で効果があります。次の方を対象に一部公費負担を
行っています。
（注）インフルエンザの予防接種は、接種を受ける法

律上の義務はなく、自分の意思で希望をされる
方のみ接種を行うことになっています。

対　　象

①満 65 歳以上の方
　（接種当日 65 歳に達している方）
② 60 歳以上 65 歳未満の方で、一定の

心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト
免疫不全ウイルスによる免疫機能の障
がいを有する方

※②については、医師の診断書または身
体障害者手帳の写しが必要です。

接種期間

10 月１日（火）～平成 26 年１月 31 日（金）
　（10 月１日から予約受付をします。）
※ 12月までに接種されることをお勧め
します。

接種機関 郡内医療機関（香住区は除く。）

予防接種
を受ける

手順

①接種を希望する医療機関に事前に予約
※ワクチンの在庫を確認する必要があり
ますので、必ず予約をしてください。

②接種当日、健康手帳、健康保険証また
は受給者証を持参

③医療機関で問診票を記入
④予防接種後、医療機関で自己負担額

2,000 円を支払う。
　（生活保護世帯は、無料）

医 療 機 関 曜　日 受 付 時 間
公立浜坂病院

（ 整 形 外 科 ）
火   8：00 ～ 11：30
金   8：00 ～ 14：00

浜 辺 医 院 月～土
（土は午前のみ）

  9：00 ～ 11：30
16：00 ～ 18：00

瀧 医 院 月～金   9：00 ～ 12：00
16：00 ～ 18：00

沢 田 医 院 月～土   8：30 ～ 11：00

古澤クリニック 月～土
（土は午前のみ）

  8：30 ～ 12：00
16：00 ～ 19：00

照来診療所 月～金   8：30 ～ 11：00

八田診療所
火 9：00 ～ 11：30

水 9：00 ～ 11：30
13：30 ～ 16：30

インフルエンザ予防接種 
流行する 12 月上旬までに接種しましょう

高齢者の方には一部公費負担を行います
（自己負担額が 2,000 円になります）

骨粗しょう症（個別）検診 
あなたの骨は大丈夫ですか？
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◆問合せ　新温泉町選挙管理委員会（総務課内）℡ 82-3111

■立候補予定者説明会
　　立候補予定者説明会を次のとおり開催します。
　◇と　き　９月 20日（金）午後２時～
　◇ところ　浜坂多目的集会施設　２階多目的ホール
　◇その他　出席者は１立候補者につき２人以内でお

願いします。

■期日前投票
　　投票日に仕事や旅行、レジャーなどで投票所に行

けない方は、期日前投票ができます。
　◇ところ　浜坂多目的集会施設、新温泉町民センター
　◇期　間　10月 23日（水）～ 26日（土）
　◇時　間　午前８時 30分～午後８時

■ルールを守って「明るい選挙」
　　「明るい選挙」とは、投票する人が、買収などに惑

わされず、情実、利害などにとらわれることなく、
自由な意思で投票し、選挙が公正に行われて、私た
ちの意思が政治に正しく反映される選挙のことをい
います。

　　私たち一人ひとりが、町の行政がどうなっている
かについて、十分な関心と正しい認識を持ち、安心
して政治を任せられる代表者を選び出す「目」を持
ち、貴重な一票で、積極的に投票に参加することが
必要です。

■不在者投票
　　町外や指定病院などに長期滞在している方は、不

在者投票ができます。
①滞在地の選挙管理委員会で投票
　＜投票の方法＞
　◇請求　投票用紙の請求を新温泉町選挙管理委員会

に行います。（告示より前に請求可能）
　◇発送　10 月 20 日（日）～　請求書に記載の住

所に投票用紙他一式を送ります。
　◇投票　滞在地の最寄りの市区町村選挙管理委員会

（市区役所、町村役場等）で投票
　　❖期間　10月 23日（水）～ 26日（土）
　　❖時間　当該選挙管理委員会の勤務時間内
　　※ 10 月 22 日までに投票された場合は、投票が

無効となりますのでご注意ください。

②指定病院などで投票
　　入院先の施設長（または看護師・介護士等）に投

票を行いたい旨を申し出てください。その後の手続
は施設が行います。

③郵便などで投票
　　身体障害者手帳、戦傷病者手帳及び介護保険被保

険者証のいずれかの交付を受けている方で、次のよ
うな障がいのある方又は要介護状態区分が「要介護
５」の方が対象になります。

＊注意事項＊
　　郵便等による不在者投票（在宅投票）には、事前
に「郵便等投票証明書」の交付を受ける必要があり
ます。この証明書の交付には時間がかかりますので、
早めに手続を行ってください。

障害等の区分 障害等の程度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、
移動機能 １級又は２級

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸 １級又は３級

免疫、肝臓 １級から３級

戦傷病者手帳

両下肢、体幹 特別項症から
第２項症

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸、
肝臓

特別項症から
第３項症

介護保険の被保険者証 要介護状態区分が要介護５

10月27日（日）は
新温泉町長・新温泉町議会議員選挙の投票日です
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縦笛の魔術師演奏会
～ニ本の縦笛を鼻で吹き鳴らす～

　テレビの出演をはじめ、各地で楽しい音楽活動
をされている「縦笛の魔術師」梶谷正治さんによ
る演奏会を実施します。お誘いあわせの上ご参加
ください。（参加料無料、申込不要）
◇と　き　午後１時 30 分～
◇内　容　縦笛演奏、鼻笛演奏、オカリナ演奏ほか
◇講　師　梶谷正治さん（三田市在住）

文太郎鍋のふるまい

　図書館まつりイベントの「縦笛の魔術師演奏会｣
や｢山歩き体験講座｣のあとは、大好評の文太郎鍋
をご賞味ください。（無料）
◇と　き　午後３時～

加藤文太郎記念図書館「図書館まつり」

―申込み・問合せ―
加藤文太郎記念図書館　℡ 82-5251

　加藤文太郎記念図書館は、恒例の「図書館まつり」を開催します。今年も趣向を凝らしたさまざ
まな催しを用意して、皆さまのお越しをお待ちしています。ぜひご来館ください。

※上記イベントの会場は加藤文太郎記念図書館

特別おはなし会

　絵本の読み聞かせや簡単な折り紙などをしま
す。お子さんと一緒に参加しませんか。
◇と　き　午後２時～
◇内　容　『折り紙おはなし会』

子どもシネマの会

　アニメ版「おしん」を上映します。あの感動を
もう一度ご覧ください。
◇と　き　午後３時～
◇内　容　『おしん』（45 分）

10 月 12日 （土）

10 月 19日 （土）

10 月 19日 （土）

～山を歩いて身も心も健康に～
山歩き体験講座（秋）参加者募集

　浜坂地域で一番高い山（標高：670.09ｍ）で、ふ
るさと兵庫100山に選ばれている「久

く

斗
と

山
さん

」の三角
点を目指してみませんか。
◇と　き　午前８時 30 分～午後３時 30 分頃
　　　　　受付開始　午前８時～
　　　　　 ※雨天中止（小雨でも中止します）
◇行　程　図書館発→（バス移動）→登山口（余部）
　　　　　→久斗山〈三角点〉→展望→下山口→
　　　　　（バス移動）→図書館着
◇講　師　陰山道大さん（栃谷）
◇対　象　小学４年生以上
　　　　　（小学生は保護者の同意書が必要）
◇募集人員　25 名程度
◇参加費　100 円（保険料含む）
◇持ち物　弁当、お茶、雨具、手袋、タオル、敷物
　　　　　など（安全のため登山靴の着用をおす
　　　　　すめします）
◇募集期限
　10 月 12 日（土）
◇協　力
　加藤文太郎山の会
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８
月
の
強
調
月
間
に
、
９
地
区
・
５
団
体
で
人
権
学
習
会
を
開
催
し
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
５
８
６
人
が
参
加
し
、「
誤
解
や
偏
見
に
気
づ
き
人
と
深
く
向

き
合
う
こ
と
、
他
者
の
気
持
ち
を
我
こ
と
と
し
て
思
う
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
習

し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、「
意
識（
偏
見
）と
人
権
」を
テ
ー
マ
と
し
た
人
権
啓
発
ド
ラ
マ「
ほ

ん
と
の
空
」
を
視
聴
後
、
町
人
権
啓
発
指
導
員
が
講
話
し
ま
し
た
。
今
回
の
学
習

会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
感
想
や
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

 

身
近
な
と
こ
ろ
で
人
権
学
習
会
の
機
会
を

「
意
識（
偏
見
）と
人
権
」を
テ
ー
マ
に
人
権
学
習
会

 

８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」

　
    

町
民
運
動
推
進
強
調
月
間
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す

■
家
族
は
ど
ん
な
事
も
話
し
合
え
る
こ

と
、
素
直
に
謝
り
人
が
人
を
大
事
に

す
る
気
持
ち
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

初
め
て
学
習
会
に
参
加
し
た
が
本
当

に
良
か
っ
た
。　
　
　
（
70
代
女
性
）

■
知
ら
な
い
が
ゆ
え
に
色
々
な
偏
見

や
、
そ
の
中
で
の
差
別
が
生
ま
れ
る

と
感
じ
た
。　
　
　
　
（
70
代
男
性
）

■
高
齢
者
や
一
人
で
い
る
子
に
自
分
か

ら
進
ん
で
声
を
か
け
て
、
仲
良
く
な

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
。
感
謝
す

る
心
を
忘
れ
ず
差
別
を
な
く
し
て
い

き
た
い
。　
　
　
　
　
（
10
代
女
性
）

■
親
の
偏
見
で
子
ど
も
も
偏
見
で
見
て

し
ま
う
。
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
た
。
毎
年
人
権
ド
ラ
マ
を

見
る
た
び
に
、
続
け
て
学
習
し
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
。（
40
代
女
性
）

■
人
間
は
誰
し
も
他
人
よ
り
す
ぐ
れ
て

い
る
と
思
い
た
い
意
識
が
あ
り
、
そ

れ
が
差
別
的
な
意
識
を
生
ん
で
い
る

原
因
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
人
間
に

は
「
人
権
意
識
」
を
持
ち
他
人
を
思

い
や
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
権
学
習

の
機
会
を
通
し
て
、
思
い
や
り
を
身

に
つ
け
て
い
き
た
い
。（
40
代
男
性
）

▼
問
合
せ

　
　
　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

※
各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
、
助
言
者

の
派
遣
、ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
８
月
を
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」
町
民
運
動
推
進
強
調
月
間
と
し
て
、「
な
く
そ

う
差
別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発
、
人
権
学
習
会
な
ど

様
々
な
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
各
地
域
で
行
わ
れ
た
「
人
権
学
習
会
」
と
夢
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
「
人

権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
区
人
権
学
習
会
に　

　
　

参
加
し
ま
し
ょ
う

▼
テ
ー
マ　

意
識
（
偏
見
）
と
人
権　

～
あ
な
た
の
思
い
を　

わ
た
し
の
も

の
に
～

▼
内
容　

人
権
啓
発
ド
ラ
マ

　
「
ほ
ん
と
の
空
」
の
視
聴
と
講
話

※
都
合
の
良
い
会
場
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

※
温
泉
地
域
で
は
、
各
ふ
れ
あ
い
・
子

育
て
学
級
で
も
人
権
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

地　区 日　　時 会　　場

浜坂１区 ９月 15日（日）
　午後 7時 30分～ 旭町ふれあいセンター

浜坂３区 ９月 25日（水）
　午後 7時 30分～

文化会館
（内容が一部異なります）

井土地区 10月５日（土）
　午前 11時～ 井土集落センター

浜坂４区 10月 26日（土）
　午後 7時～ 文化会館

・浜坂 1区：旭町、京口町、京口 1・2丁目、南町、秋葉台
・浜坂 3区：老松町、新町、八幡町、清水町、本町
・浜坂 4区：寺町、奥中町、地堂 1・2丁目
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人権を考えるつどい
  ―  町民による手づくりの集会で人権課題を考える  ―

　

８
月
10
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
「
新
温
泉
町
人
権
を
考

え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
３
０
０
人
の

町
民
が
参
加
し
、
町
内
の
人
権
問
題
や
課
題
、
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て

認
識
し
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、「
町
民
の
手
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
手

づ
く
り
の
集
会
」
を
テ
ー
マ
に
つ
ど
い
を
企
画
。
町

民
が
主
役
と
な
り
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
　

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

▲子どもコーラスと宇都野学園コーラスによる「新温泉町民歌」の合唱でつど
いがスタート。会場に美しい歌声が響き渡りました。

◀浜坂漁協で漁業を学んでいるインドネシア実習生 28 名のうち 23
名がつどいに参加。３年生７名から「特別報告」があり、日本の生
活を通して感じたことなどの発表がありました。
　実習生は、日本と母国との文化の違いや漁業実習の厳しさなどを
ユーモアを交えながら発表。また、多くの民族と文化が存在するイ
ンドネシアには、お互いを認め理解し合い、自分たちに合った文化
を創りだす精神が宿っていることを紹介。国際交流の分野でも、そ
れぞれの文化を尊重し理解することで、よりよい世界になっていく
ことを望むと参加者に語りかけました。

▲「人権文化の花咲く新温泉町へ」をテーマに人権シンポジウムを開催。町の現
状や課題、今後必要な取組などについて、町内で人権尊重社会づくりに取り組
む４人のパネラーが意見を交わしました。
　課題には「他人のことは関係ない」という考え方や、高齢者・障がい者の人権
への意識の低さが町内で見受けられること、学校教育での更なる人権教育の推
進が必要などの意見が出されました。今後の取組として、町民全てが生涯に渡っ
て学び続けられる人権教育の推進や、人々の心を開く「あいさつ運動」の展開、
住民が身近に感じられる人権啓発・教育事業の推進などが挙げられていました。

＊オープニング＊

＊特別報告＊

＊人権シンポジウム＊　つどいの司会を務めてくれた浜
坂高校１年生の小南優花さん（左）
と宇野瑞樹さん（右）。
　大役を終えて「とても緊張した
けど、何とかできた。町の人権に
対する取組や目標、学ぶことの大
切さが理解できた。私たちの年代
にもできることがある」と力を込
めて話してくれました。
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　本町の消防団（西岡安雄団長・738 名）は、町民の生命と財産を守
り、安全・安心のまちづくりのため、日ごろから消防技術の向上と団
員としての意識向上に努めています。
　８月４日に温泉支団の夏期訓練（健康公園）、８月 24 日に浜坂支
団の消防大会（浜坂漁業協同組合駐車場）が行われ、日ごろの訓練で
磨いた消防技術の正確さや速さを競いました。
　各大会の成績は次のとおりです。

【
温
泉
支
団
夏
期
訓
練
成
績
】

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

優
勝　
　

温
泉
第
５
分
団

　

準
優
勝　

温
泉
第
２
分
団

◇
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

優
勝　
　

温
泉
第
４
分
団

　

準
優
勝　

温
泉
第
１
分
団

◇
規
律
の
部

　

優
勝　
　

温
泉
第
5
分
団

　

準
優
勝　

温
泉
第
２
分
団

【
浜
坂
支
団
消
防
大
会
成
績
】

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

優
勝

　
　

浜
坂
第
６
分
団
三
尾
部

　

準
優
勝

　
　

浜
坂
第
３
分
団
芦
屋
部

◇
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

優
勝

　
　

浜
坂
第
７
分
団
大
庭
部

　

準
優
勝

　
　

浜
坂
第
２
分
団

　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
２
部

新温泉町消防団 夏期訓練・消防大会
　　　　　　　　　　　　　　　～ 初期消火の要　日ごろの訓練の成果を披露 ～

温泉支団の夏期訓練浜坂支団の消防大会
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町政のうごきから

　

８
月
４
日
、
浜
坂
県
民
サ
ン

ビ
ー
チ
で
新
温
泉
町
ロ
ー
カ
ル

ル
ー
ル
に
よ
る
４
人
制
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
大
会
「
び
～
ち
ふ
ぇ
す
た

２
０
１
３
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
今
回
で
８
回
目
を
迎

え
、「
ミ
ッ
ク
ス
の
部
」（
女
性
１

人
以
上
出
場
）
と
「
レ
デ
ィ
ー
ス

の
部
」
に
県
内
外
か
ら
計
67
チ
ー

ム
、
約
３
６
０
人
が
参
加
し
、
焼

け
た
白
い
砂
の
コ
ー
ト
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

1招待選手によるドリームチームと参加チームが対戦。強
烈なスパイクや高いブロックで、観衆を魅了しました。

　（写真は、左からプロ選手の高尾和行さん、牛尾正和さん、元バ
レーボール日本代表選手の青山繁さんによる３枚ブロック）

2コスチューム賞を受賞したチーム名「Ｓ」（姫路市）の皆さ
ん。４回目の参加になるそうで、ビーチで目立って若く
見えるようにとワンピース姿を選択。「毎回、衣装選びが
大変」と笑顔で話していました。

3昼の休憩時間にミュージシャンのSA.RI.NAさんとパー
カッショニストのHiroさんによるミニコンサートを開催。
真夏のビーチの熱気がさらに高まりました。

　8月2日、浜坂体育センターで、中京大学男子バレー
ボール部員約30人によるバレーボール教室が開催されま
した。「び～ちふぇすた」招待選手の青山繁さんが監督を
務める中京大学男子バレーボール部が、浜坂で合宿を行
うのをきっかけに実現。町内の小学生から高校生までの
女子部員約60人が参加し、入念なストレッチ方法やパス、
レシーブなどのポイントを大学生から教わりました。
　夢が丘中学校1年の黒井友賀さんと山村玲菜さんは「レ
シーブ練習で、手の組み方や足の使い方を教わって参考
になった。とても楽しかった。」と笑顔で話していました。

1

23

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
満
喫

　
　

び
～
ち
ふ
ぇ
す
た
２
０
１
３

び～ちふぇすた関連事業　バレーボール教室

町内の児童・生徒が大学生に指導を受ける
広報しんおんせん有料広告募集

　毎月２回発行している町広報紙「広報しんお
んせん」に掲載する有料広告を募集しています。
◇広告のサイズ　
　・１種　縦 5.4㎝×横 17.8㎝
　・２種　縦 5.4㎝×横 8.8㎝
◇広告掲載料　広報しんおんせんと同お知らせ
版を１組として１回につき
　・１種　18,000 円
　・２種　10,000 円
　※町内業者は上記に 0.8 を乗じた額
◇掲載基準　
　　町が定める基準により、掲載できない広告
があります。詳細は、お問い合わせください。

※町ホームページでのバナー広告（有料広告）
も募集しています。申込方法等はホームペー
ジでご確認ください。

―問合せ―
企画課　広報情報係　℡ 82-5624
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夏休み　子どもたちが

　いろんなことに挑戦しました！

　夏休みには、児童や生徒が参加で

きる講座や行事がたくさんありまし

た。子どもたちが、チャレンジする

姿を紹介します。

　

小
学
１
、２
年
生
を
対

象
に
し
た
水
泳
教
室
を
、

夏
休
み
期
間
中
の
木
曜

日
に
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
計
４
回
開

催
し
ま
し
た
。
27
人
の
児

童
が
参
加
し
、
顔
つ
け
や

息
継
ぎ
、
ビ
ー
ト
板
を

使
っ
た
バ
タ
足
の
練
習

の
ほ
か
、
ク
ロ
ー
ル
な
ど
の
基
本
動
作
を
学
び
ま
し
た
。

　

浜
坂
南
小
学
校
１
年
生
の
林
本
優ゆ

奈な

さ
ん
は
、「
教
室
に
参
加
し
て
少

し
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
の
児
童
は
、
コ
ー
チ
の
指
導
を
聞
き
、
自
分
の
泳
ぎ
を
上
達
さ
せ

よ
う
と
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　８月10日、小学校４年生から６年生を対象にした「一日図
書館員体験」を加藤文太郎記念図書館で開催しました。図書
館の役割の理解と本への関心を高める目的に行っているも
ので、４人の児童が参加し、本の貸し出しなどの受付業務、
ブックコート体験、絵本の読み聞かせに挑戦しました。
　浜坂北小学校６年生の安本未

み

来
らい

さんは「絵本の読み聞かせ
はとても緊張した。返却された本を元の場所に戻すのが難
しかったけど、すべての業務が楽しかった」と感想を話して
くれました。

　７月下旬から８月上旬にかけて、小・中学生を対
象にした夏休み子どもクッキングを町内６会場で開
催しました。学校給食センター調理員と交流しなが
ら調理の基本を学び、食への関心を高めるために開
催しているもので、計46名の児童・生徒が参加しま
した。７月25日は、町民センターの生活改善実習室

で開催。温泉小と照来小の児童11名が参加し、３班
に分かれて人気メニューを作りやすくアレンジした
キムチチャーハンや、暑い夏にぴったりの中華風サ
ラダなど５つのメニューを調理しました。
　給食が大好きという温泉小学校４年生の済木雄

ゆう

平
へい

くんは、「野菜の千切りが上手にできて楽しかった。
今日のメニューを家で作って、お母さんに食べても
らいたい」と笑顔で話してくれました。

一日図書館員体験

夏休み子どもクッキング

１・２年生水泳教室
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　世界に一冊しかない絵本をつくる「絵本づくり」教室が７月23日に加
藤文太郎記念図書館で開講し、申込のあった小学３～５年生の児童13
人は、５日間の日程で、下書き、本書き、製本などの作業を進めました。
ストーリーは、開講までに各自が考え、それを基に色鉛筆やサインペ
ンで、色使いを工夫しながらカラフルな絵本を仕上げました。
　小さいころから図書館をよく利用するという浜坂北小学校４年生の
田中かのんさんは、魔法使いが人を助ける話の絵本を製作。「柄を貼り
付けるのが難しかったけど、上手にできた。お母さんに読んでもらい
たい」と出来たての絵本を持ちながら話してくれました。

　相撲技術と体力向上を目的に夏休み期間中の土・日曜日に
株本建設相撲場で小学生を対象にした相撲教室を開催しまし
た。３年生から６年生までの児童７人が参加し、四股やすり足、
ぶつかり稽古、相撲の実践練習などを行いました。浜坂中学
校出身の高校生も指導にあたり一緒に汗を流していました。
会場には体をぶつけ合う音や大きな掛け声が響いていました。
　昨年から相撲教室に参加している浜坂北小学校３年生の池
口龍

りゅう

海
み

くんは、「昨年より当たりが強くなった。もっと練習し
て上手な相撲がとれるようになりたい」と真剣な表情で話して
くれました。

　８月９日、美方郡内の各小学校で組織している緑の少年団
の交流大会が県立但馬牧場公園で開催されました。この日は
261人の団員が参加し、森林の大切さを学んだほか、10人前
後の班に分かれての丸切り競争や、但馬牛などの動物とのふ
れあい体験を通じて交流を深めました。
　緑の少年団を代表して４名の団員が誓いの言葉を述べ、浜
坂西小学校６年生の山本 琉

りゅう

楽
が

さんは「海、山、川のつながり
を大切にし、豊かな新温泉町の自然を守り続けることを誓い
ます」と力強く宣言しました。

　８月25日、浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センタープールで水泳記録会
を開催し、町内の小学生106名が参加しました。記録会は、
自由形と平泳ぎの個人種目と１チーム４人がリレーを行う
団体種目があり、真っ黒に日焼けした児童たちは、水しぶ
きをあげながら記録に挑戦しました。
　女子25ｍ平泳ぎで、学校の練習から約２秒タイムを縮め
て２位に入賞した照来小学校６年生の中井歩

あゆみ

さんは「得意
なのは平泳ぎ。今日はうまく泳ぐことができた」と話して
くれました。

絵本づくり

相撲教室

北但西部管内「緑の少年団交流大会」

新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ水泳記録会
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地
域
視
察

　

初
日
に
行
わ
れ
た
地
域
視
察
で
は
、

ま
ず
、
八
柱
神
社
で
麒
麟
獅
子
や
船
神

輿
に
つ
い
て
区
の
役
員
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
学
生
は
獅
子
頭
を
実
際
に

触
っ
て
重
さ
を
体
感
し
た
ほ
か
、
舞
の

意
味
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ど
の
よ

う
に
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
な

ど
、熱
心
に
質
問
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
内
を
徒
歩
で
視
察
し
、
海

辺
の
地
区
な
ら
で
は
の
家
並
み
や
、
三

尾
大
島
な
ど
の
雄
大
な
自
然
を
観
察
し

ま
し
た
。

意
見
交
換
会

　

視
察
終
了
後
、
三
尾
公
民
館
に
お
い

て
区
役
員
の
ほ
か
、
漁
業
を
営
む
住
民

や
地
域
の
若
者
な
ど
と
の
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
一
人
ひ
と
り
か
ら
視
察
し
た
感

想
の
発
表
や
住
民
へ
の
質
問
が
あ
り
、

「
麒
麟
獅
子
舞
な
ど
世
代
を
超
え
た
つ

な
が
り
が
あ
る
と
感
じ
た
」、「
三
尾
大

島
を
見
て
感
動
し
た
。
こ
の
景
色
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
る
の
か
」、「
魚
が

美
味
し
く
、
獅
子
舞
な
ど
の
お
祭
り
も

あ
り
、
観
光
地
に
な
る
要
素
が
あ
る
と

感
じ
た
」な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
授
か
ら
は
、「
美
味
し
い

魚
と
そ
れ
を
釣
り
上
げ
る
方
々
の
魅
力

を
地
域
活
性
化
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
が
で

き
れ
ば
」、「
家
族
や
団
体
が
体
験
で
き

る
よ
う
な
場
所
を
実
験
的
に
設
け
る
こ

と
が
で
き
た
ら
面
白
い
」
な
ど
地
区
の

魅
力
と
可
能
性
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
神
戸
親
和
女
子
大
学
（
神
戸
市
）
の
文
学
部
総
合

文
化
学
科
を
中
心
と
し
た
学
生
13
人
と
同
学
科
の
教
授
が
三
尾
地
区
を
訪
れ
、
地
域

の
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
、
課
題
解
決
策
を
考
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　

国
の
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
、
今
回
は
、
三

尾
地
区
内
の
視
察
と
調
査
、
区
民
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
ほ
か
、
村
お
こ
し
グ

ル
ー
プ
な
ど
と
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

　

住
民
か
ら
は
、
厳
し
い
漁
業
経
営
の

現
状
や
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
か

う
上
で
の
課
題
、
村
お
こ
し
の
取
組
状

況
の
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
学
生
に
対

し
「
三
尾
に
嫁
ぐ
と
し
た
ら
、
こ
こ
が

足
り
な
い
と
い
う
意
見
が
聞
き
た
い
」

と
い
う
逆
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
質
問
に
対
し
て
学
生
は
、「
子

供
の
同
級
生
や
自
分
の
話
し
相
手
が
地

域
に
い
る
か
ど
う
か
」、「
災
害
が
あ
っ

た
と
き
に
怖
い
」、「
買
い
物
な
ど
日
ご

ろ
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
」
な
ど
地
区

の
印
象
や
生
活
す
る
う
え
で
の
課
題
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

同
大
学
で
は
、
今
回
、
調
査
し
た
結

果
を
持
ち
帰
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
ら
れ
る
具
体
案
を
考
え
、
秋
ご
ろ
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

農
林
水
産
課　

水
産
林
務
係

　

℡
82
‐
５
６
２
６

三尾地区の産業振興と
地域活性化策について調査

神戸親和女子大学の学生が現地を訪れ住民と意見交換

区民が地域の現状を説明

麒麟獅子の説明を受ける学生
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― 

新
し
い
発
見
を
生
き
生
き
と
語
る 

―

中
学
校
海
外
研
修
生
が
町
長
に
帰
国
報
告

　

こ
の
研
修
は
、
町
内
２
中
学
校
の
３

年
生
を
対
象
に
、
広
い
視
野
と
豊
か
な

国
際
感
覚
を
培
う
た
め
、
町
と
町
教
育

委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
本

年
は
15
名
の
生
徒
が
参
加
。現
地
で
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
体
験
の

ほ
か
、
交
流
校
で
の
授
業
や
校
外
活
動

な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

夢
が
丘
中
は
マ
ウ
ン
ト
・
ハ
ッ
ト
・
カ

レ
ッ
ジ
と
の
姉
妹
校
提
携
の
最
終
調
印

を
８
月
６
日
に
現
地
で
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
参
加
の
各
生
徒
か
ら

報
告
が
あ
り
、「
日
に
ち
が
経
つ
に
つ

れ
、
話
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
、

自
分
か
ら
積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
学
校
で
習
っ
た
英
語
が
通

じ
、
意
思
疎
通
が
で
き
る
素
晴
ら
し
さ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
」「
表
情
や
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
よ
う
と
思
っ
て
い
た

が
そ
れ
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、

慣
れ
な
い
英
語
に
囲
ま
れ
た
生
活
で
、

そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

感
動
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
現
地

の
方
々
が
温
か
く
接
し
て
く
れ
た
こ
と

を
語
る
生
徒
が
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
規

模
農
業
、
広
く
澄
み
切
っ
た
空
な
ど
の

自
然
の
景
色
、
量
や
質
の
違
う
食
事
、

交
流
校
の
生
徒
の
学
習
に
臨
む
姿
勢
や

そ
の
考
え
方
な
ど
、
日
本
と
異
な
る
自

然
や
文
化
、
考
え
方
に
触
れ
、
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
様
子
を
生
き
生

き
と
し
た
表
情
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
８
月
12
日
ま
で
の
12
日
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
海
外
研
修

に
参
加
し
た
中
学
生
と
引
率
者
が
、８
月
19
日
に
役
場
を
訪
れ
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
生
活
体
験
な
ど
現
地
で
の
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係　

℡
82
‐
５
６
２
９

― 

町
国
際
交
流
協
会
か
ら
お
知
ら
せ 

―

英
会
話
教
室
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

◇
費
用　

協
会
年
会
費　

２
千
円
、
教
室
受
講
料
（
会
場
ご
と
）　

月
５
百
円

●
英
会
話
教
室
（
中
学
生
以
上
対
象
）

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
英
語
指
導
助
手
の
協
力
の
も
と
英
会
話
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）　

℡
82
‐
５
６
２
５

会
場

と　

き

と
こ
ろ

講
師

浜
坂
会
場
毎
週
水
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

レ
ベ
ッ
カ
先
生

（
浜
坂
中
英
語
指
導
助
手
）

温
泉
会
場
毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
町
民
セ
ン
タ
ー

ニ
ッ
ク
先
生

（
夢
が
丘
中
英
語
指
導
助
手
）

ﾆｺﾗｽ・ﾌｧｲﾝﾊﾞｰｸﾞ
Nicholas Feinberg

ｸﾞﾚｲ・ﾆｺﾗｽ・ﾌｧｸﾁｭﾗﾝ
Gray Nicholas Facturan

ﾋｱ・ﾚﾍﾞｯｶ・ｲﾝｽﾚｲ
Heer Rebecca Insley

愛称　ニック
出身　アメリカ
　　　コネチカット州
勤務　浜坂高等学校
　　　平成 25 年 8 月～
好きなこと
　テレビゲーム、折り

紙、猫

　映画「もののけ姫」が
好きで、日本のポップカ
ルチャーなどにも大変興
味があります。そういっ
た事をきっかけに生徒
とコミュニケーションを
とり、良い先生になれ
るよう頑張ります。

愛称　ニック
出身　ニュージーランド
　　　オークランド
勤務　夢が丘中学校
　　　平成 24 年 8 月～
好きなこと
　柔道、武道、スノー

ボード、音楽

　新温泉町に来て 2 年
目になりました。日本
語も少しずつ出来るよ
うになってきたので、
これからはもっと地域
社会のために何か出来
たらと思っています。

愛称　レベッカ　
出身　ニュージーランド
　　　オークランド
勤務　浜坂中学校　
　　　平成 25 年 8 月～
好きなこと
　ハイキング、読書、

ヨガ

　日本語を話せるよう
になって、友達をたく
さん作りたいです。も
ちろん良い先生になり
たいと思っています。
　長い歴史を持つアジ
アの文化、建築物は興
味深いです。

町内の学校で活躍する英語指導助手を紹介します
気軽に声をかけてください
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夢
が
丘
中
吹
奏
楽
部
に
は
30
名

が
所
属
。
４
月
か
ら
個
々
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
標
に
演
奏
技
術
の

ほ
か
精
神
面
も
含
め
た
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
７

月
27
日
の
但
馬
大
会
で
は
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
２
年
連
続
で
の
県

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

県
大
会
に
は
地
区
代
表
の
20
校

が
出
場
。
千
人
近
く
収
容
可
能

な
ホ
ー
ル
で
大
観
衆
が
見
守
る

中
、「
東
北
地
方
の
民
謡
に
よ
る

コ
ラ
ー
ジ
ュ
２
０
１
１
」（
櫛
田

て
つ
之
扶
作
曲
）
を
演
奏
し
、
上

位
５
校
に
贈
ら
れ
る
金
賞
を
見
事

受
賞
。
平
成
20
年
の
受
賞
以
来
、

５
年
越
し
の
念
願
達
成
と
な
り
ま

し
た
。

　

部
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
３
年

生
の
阪
本
虎こ

太た

郎ろ
う

さ
ん
は
「
地
区

大
会
よ
り
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
て
、
み
ん
な
の
調
子
が
よ

か
っ
た
。
い
ろ
ん
な
方
に
支
え
ら

れ
て
い
る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
い
い
演
奏
が
で
き
た
。」
と

県
大
会
の
演
奏
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
県
代
表
と
し
て
、
関
西

大
会
へ
出
場
。
練
習
の
成
果
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
第
60
回
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
三
田
市
）で
、
夢
が
丘
中

学
校
吹
奏
楽
部
が
中
学
校
小
編
成
部
門
で
金
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
８
月
19

日
に
は
第
63
回
関
西
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
奈
良
県
）に
県
代
表
と
し
て
出

場
し
、
同
部
門
で
銀
賞（
き
ら
め
き
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

夢が丘中学校吹奏楽部　県大会で 金賞 受賞 ／ 関西大会でも上位入賞

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

春来防火水槽設置工事 春来 防火水槽（80ｔ級）設置工事 21,105,000 …平成 25年 7月 24日～……平成 25年 11月 30日 ㈱扶桑興業

諸寄健康増進体育セン
ター営繕工事 諸寄 屋根改修工事一式 2,856,000 …平成 25年 7月 25日～……平成 25年 10月 31日 日興建設㈱

ごろだん池整備工事 塩山
堤体改修工 L=14.7m、排水工
L=6.75m、斜樋工（φ 150）1式、
付帯工 1式、しゅんせつ工 1式

6,352,500 …平成 25年 8月 1日～……平成 25年 12月 27日 ㈲田中土建

町道池ケ平線舗装新設工
事 久斗山

施工延長 L=195.2m、土工 1式、
AS 舗装工 665㎡、上層路盤工
675㎡、ブロック積 11㎡、
残土処分工 1式

3,622,500 …平成 25年 7月 24日～……平成 25年 11月 29日 水田建設㈱

町道海上第一村中線道路
改良工事 海上

施工延長 L=24m、土工 1 式、
擁壁工1式、排水構造物工1式、
舗装工 1式

6,405,000 …平成 25年 7月 29日～……平成 25年 10月 26日 尾﨑建設㈱

町道用土第 13 号線道路
新設工事 用土

施工延長 L=66.3m、排水構造
物工（プレキャスト U型側溝
23.3m、横断溝 5.2m、L 型側
溝 89.9 ｍ他）、現場打擁壁工
66.1 ｍ、舗装工 248㎡

4,620,000 …平成 25年 8月 7日～……平成 25年 10月 20日 ㈱三島組

（平成 25年７月 16日～平成 25年８月 15日契約分）
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―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
1
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

有
権
者
の
た
め
に
、
モ
ニ
タ
ー
テ
レ

ビ
に
よ
る
開
票
の
模
様
と
結
果
を
浜

坂
多
目
的
集
会
施
設
１
階
ロ
ビ
ー
で

放
映
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
文
字
放
送
で
投
票
結
果
と
開

票
結
果
（
確
定
）
を
放
送
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、投
票
状
況（
確

定
の
み
）
と
開
票
状
況
（
中
間
・
確

定
）
を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
文
字
放
送
で
発
表
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
発
表
時
間
等

の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
町
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
総
務
課
長　

西
村
大
介
）

　

前
回
の
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
の

開
票
速
報
は
、
開
票
所
で
掲
示
と
読
み

上
げ
に
よ
り
中
間
（
30
分
間
隔
）
と
確

定
時
に
発
表
を
行
い
、
会
場
ス
ペ
ー
ス

の
関
係
で
開
票
所
内
で
参
観
で
き
な
い

町
長
・
町
議
選
の
開
票
速
報

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
は

　

11
月
に
本
町
の
町
長
・
町
議
の
任

期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
選
挙
と
な

る
可
能
性
が
高
い
。
投
票
日
に
開
票

速
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
町
民
に
お
知
ら
せ
し
て

は
ど
う
か
。

町
議
会
放
送
の
ダ
ビ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
見
直

し
を

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い

る
町
議
会
一
般
質
問
の
ダ
ビ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
、
浜
坂
地
域
の
町
民
に

つ
い
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
視
聴
料
の

１
，
２
０
０
円
を
上
限
に
見
直
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
。
行
政
や
議
会
に

興
味
を
持
ち
や
す
く
し
て
、
自
分
の

町
を
考
え
る
こ
と
で
、
住
民
参
加
の

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
。

（
30
代　

男
性
）

　

町
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ
ト

で
放
映
し
た
自
主
放
送
番
組
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
、
町
内
外
の

多
く
の
方
に
視
聴
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
ダ
ビ
ン
グ
の

有
料
サ
ー
ビ
ス
（
放
送
時
間
が
30
分
未

満　

５
０
０
円
、
30
分
以
上
60
分
未
満

　

１
，
０
０
０
円
、
60
分
以
上　

２
，

０
０
０
円
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
議
会

放
送
（
一
般
質
問
）
は
、
同
年
12
月
議

会
定
例
会
か
ら
録
画
放
送
し
、
自
主
放

送
番
組
同
様
に
ダ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
行
政

や
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
、自
主
放
送
番
組
、議
会
放
送
（
一

般
質
問
）
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
加
藤

文
太
郎
記
念
図
書
館
で
視
聴
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
平
成
24
年

６
月
か
ら
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
動

画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
に
つ

い
て
は
、
県
下
の
他
の
公
共
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人

と
利
用
し
な
い
人
と
の
負
担
の
公
平
性

を
も
と
に
条
例
に
よ
り
料
金
設
定
し
て

い
ま
す
。
現
行
利
用
料
で
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
温
泉
総
合
支
所
長　

中
井
喜
一
）

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）
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高
齢
者
叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章

　

仲
島
金
治
さ
ん　

田
中　

元
温
泉
町
立
八
田
中
学
校
長
　

昭
和
20
年
か
ら
昭
和
61
年
ま

で
、
公
立
小
中
学
校
教
諭
、
教
頭
、

校
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
豊
か
な
人
間
性
と
創

造
性
を
兼
ね
備
え
た
児
童
生
徒
の

育
成
に
努
め
、
戦
後
の
新
し
い
学

校
教
育
の
振
興
と
充
実
に
多
大
な

功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　ＪＲ浜坂駅前の足湯をボランティアで管理してい
る「足湯倶楽部」が、公益社団法人日本観光振興協
会関西支部から観光地美化奉仕団体表彰を受けまし
た。
　足湯倶楽部は、平成 20年４月に足湯が完成して
以来、朝と夜の清掃、お湯張り、排水を行っていま
す。また、大漁旗を利用した手づくりののれんを設
置し、駅前のにぎわいを創出しています。酷暑の夏
や厳冬の降雪期も休むことなく活動を続け、観光客
だけでなく住民の憩いの場づくりに尽力していただ
いています。
　８月８日、岡本町長から道盛津洋子代表に表彰の
伝達が行われました。道盛代表は「この表彰を励み
に活動を継続していきたい。活動に参加してもらえ
るメンバーを募集している」と話していました。

　
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

足湯倶楽部が
観光地美化奉仕団体として表彰

表彰を喜ぶ足湯倶楽部のメンバー

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４
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　上山高原の林道沿いでは、今年も亜高山性の秋
の草花が咲き始めています。狭くてカーブの多い
山道を、注意深くハンドルを切って登って行き、
山々が眼下に見渡せるあたりで車を止めて窓を開
けると、涼しい風が車内を包みます。車を降りて
道沿いの藪

やぶ

を覗
のぞ

いてみると、淡青色の花があちら
こちらで咲き始めているのが目にとまりました。
　下向きに咲いた鐘形の花は、キキョウ科の多年
草ソバナです。茎の高さは 60cm くらい、葉はざ
らざらとした広い卵形の鋸

きょ

歯
し

縁
えん

、葉先は尖
とが

ってい
ます。茎の下部の葉には長

ちょう

柄
へい

、上部では短
たん

柄
へい

になっ
ています。花は長さ２～３㎝で、細い基部からだ
んだん広くなり、先は５裂しています。花柱は突
出していません。同じキキョウ科でよく似たツリ
ガネニンジンは突出しているので、両種を見分け
る特徴となります。
　漢字では岨

そば

菜
な

または蕎
そ

麦
ば

菜
な

と書き、岨とは切り
立った崖のことで、そのような場所に生えていて
食べられる若菜という意味で岨菜と書く説と、ソ
バナの若菜を煮ると蕎麦のようにどろどろとし、
飢

き

饉
きん

のときの食糧として利用されたことから蕎麦
菜と書く説があるようです。かっては人々を救っ
たソバナですが、今は深山の道沿いでひっそりと
可憐な花を咲かせています。

　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

ソバナ
（キキョウ科）

 野草散歩（33)

国民年金からのお知らせ

－問合せ－
▪日本年金機構豊岡年金事務所　℡ 0796-22-0945
▪役場町民課　戸籍年金係　℡ 82-5621

保険料の口座振替・前納制度のご案内
　国民年金加入の皆さんに、口座振替で保険料を納
めていただいた場合の「便利」で「おトク」な情報
をお知らせします。

●便利な口座振替
◇自動引落しで納め忘れの心配がありません。
◇金融機関等へ行く手間と時間が省けます。

●お得な前納制度
◇現金で月々保険料を納付した場合に比べ、割引に
なり大変おトクです。

平成 25 年度　国民年金保険料納入額表
※単位：円、※欄内下段の（　）書きは割引額
１か月分 ６か月分 １年度分

毎
月
納
付

納付書による現金納
付及び翌月末振替の
口座振替

15,040 90,240 180,480

当月末振替の口座
振替　※早割

14,990
（50）

89,940
（300）

179,880
（600）

６
か
月
前
納

現金納付 － 89,510
（730）

179,020
（1,460）

口座振替 － 89,210
（1,030）

178,420
（2,060）

１
年
前
納

現金納付 － － 177,280
（3,200）

口座振替 － － 176,700
（3,780）

●申込方法
◇口座振替申出書に必要事項を記入・押印（金融機
関届出印）し、お近くの年金事務所に提出するか、
郵送ください。金融機関窓口でも手続できます。
◇前納の申込みは、次の期限までにお近くの年金事
務所で手続してください。
　①１年度分及び上期６か月分（４月分～９月分）
は２月末まで

　②下期６か月分（10 月分～翌年３月分）は８月
末まで
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加藤文太郎
記念図書館

「9月のおすすめの本」
ご案内

最高齢プロフェッショナルの条件
徳間書店取材班 著／徳間書店

　106歳の教育学者。93歳の助産師。90
歳の漫才師。96歳のゴールデン街のママ。
今も現役で輝きながら働く、この各界の
最高齢プロたちは、いかに激動の時代を
生き抜き『好きな仕事で一生食べて行く』
ことができたのか。パワーの秘訣を紹介。

健康寿命の延ばし方
大渕修一 著／中央公論新社

　誰でも若返れます！年間1,000人の高
齢者と向きあってきた著者は、誰でも簡
単な運動で、身体機能が向上することを
実証しました。早すぎることも遅すぎる
こともありません。いつまでも自分で動
くために、興味のある運動から気軽には
じめてみませんか。

迷いながら　生きる
　ネルケ無方 著／大和書房

　生きるために〈自信を持って迷って下
さい。〉久斗山の安泰寺で暮らすドイツ人
住職のネルケ氏が語る ”今を生きることの
大切さ ”。歴史上の著名な哲学者や心理学
者の思想にふれながら、大人になること
や自分を手放すことを学んでみませんか。

まつり
いせひでこ 著／講談社

　『秋、森の神さまたちが形をかえて祭り
にあらわれる。』一人の少女を通して、栃
木県に伝わる「彫刻屋台まつり」の華や
かさと森の木々との尊いつながりが描か
れた絵本。いせひでこ氏の美しく感動的
な【木の絵本三部作】を子どもと一緒に
楽しんでください。

おなべふこどもしんりょうじょ
やぎゅうげんいちろう 絵／福音館書店

　この診療所では診察してお薬を出すと
き「おなべふ検査」というものをします。
痛くもかゆくもありませんが、楽しくて
面白すぎて、病気がすぐに治ってしまう
かもしれません。ユーモラスな絵とお話
でわらべうた遊びをバージョンアップし
て楽しめます。

… おはなし会　　　　　　　  
　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単
な折り紙などをします。
◆９月28日（土）　午後2時～
 　『ねむいねむいねずみはおなかが

すいた』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

リクエストにお応えします！　  
　図書館では本を購入する際、利用
者の皆さんのリクエストも参考にし
ています。（ご希望に添えない場合
もあります。）
　ご希望の本がありましたら、図書
館に申込みください。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（9月号） 20

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日

９月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
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今
回
は
、
豊
岡
市
で
神
鍋
火
山
周
辺

の
地
形
と
風
土
を
活
か
し
た
く
ら
し
を

訪
ね
ま
し
た
。

●
神
鍋
火
山　

周
辺
に
は
約
70
万
年

～
２
万
年
前
の
火
山
が
数
個
あ
り
ま

す
。
神
鍋
山
は
ス
コ
リ
ア（
火
山
礫
）

が
何
層
に
も
積
も
っ
た
富
士
山
の
よ

う
な
火
山
で
す
。
噴
火
口
の
あ
る

山
頂
か
ら
は
溶
岩
や
ス
コ
リ
ア
、
火

山
灰
に
お
お
わ
れ
た
高
原
、
周
囲
の

山
々
が
一
望
で
き
山
登
り
の
疲
れ
を

癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
風ふ
う

穴け
つ　

神
鍋
山
の
ふ
も
と
に
は
野
菜

な
ど
の
天
然
冷
蔵
庫
「
風
穴
」
が
あ

り
ま
す
。
気
温
は
年
中
8
度
で
真
夏

の
今
入
る
と
、
寒
い
ほ
ど
の
冷
気
に

み
ん
な
驚
い
て
い
ま
し
た
。

●
八
反
滝
・
二
段
の
滝
・
十
戸
滝

　
　

神
鍋
か
ら
流
れ
出
た
溶
岩
は
約
15

㎞
下
流
の
江
原
駅
付
近
ま
で
流
れ
て

い
ま
す
。
川
の
あ
ち
こ
ち
で
溶
岩
が

荒
々
し
く
削
ら
れ
た
川
底
を
見
せ
、

散
策
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

●
高
原
の
く
ら
し　

神
鍋
高
原
で
は
火

山
灰
地
や
平
地
よ
り
低
い
気
温
を
利

用
し
た
農
業
、
広
い
高
原
を
利
用
し

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
観
光
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
次
回
の
予
定
は　

９
月
25
日
（
水
）「
香

住
・
竹
野
海
岸
で
大
陸
時
代
の
足
跡
化

石
等
を
め
ぐ
る
」
コ
ー
ス
で
す
。

第
４
回
ジ
オ
パ
ー
ク
見
学
会　

　
「
神
鍋
火
山
・
渓
谷
」
か
ら

H25（2013）.9.12

広報しんおんせん（9月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 40

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
、８
月
21
日
に
開
催
し
た「
ジ
オ
パ
ー

ク
見
学
会
」の
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｙ
さ
ん
（
25
歳
）
男
性

　

携
帯
電
話
に
「
悩
み
の
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
え
れ
ば
『
お
礼
』
と
し
て
代
金

を
支
払
い
ま
す
」と
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

小
遣
い
稼
ぎ
に
と
サ
イ
ト
に
３
千
円
を

支
払
い
登
録
し
た
。
メ
ー
ル
相
手
の
相

談
を
受
け
る
た
め
に
個
人
情
報
の
入
力

を
す
る
と
文
字
化
け
が
発
生
し
、
解
除

費
用
と
し
て
３
万
円
の
請
求
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
支
払
っ
た
方
が
よ
い
か
。　

■
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
！　

　

通
常
の
メ
ー
ル
交
換
と
は
異
な
り
、

ほ
と
ん
ど
が
購
入
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
利

用
し
て
サ
イ
ト
内
で
メ
ー
ル
を
行
う
仕

組
み
で
す
。
お
金
を
渡
す
た
め
に
と

様
々
な
口
実
で
メ
ー
ル
を
続
け
る
よ
う

に
促
す
の
で
、
結
果
と
し
て
大
金
を
つ

ぎ
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

■
お
礼
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
！　

　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
登
録
す
る

と
、
金
銭
受
領
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
購

入
を
勧
め
て
き
ま
す
。
そ
の
後
も
、
文

字
化
け
解
除
や
シ
ス
テ
ム
ア
ッ
プ
費
用

の
請
求
が
次
々
と
あ
り
ま
す
が「
お
礼
」

を
受
け
取
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詐
欺
的
な〝
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
〟ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

■
高
額
被
害
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　

ポ
イ
ン
ト
購

入
に
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
電

子
マ
ネ
ー
、
銀

行
振
込
な
ど
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
払
い
は
、
手
元
に
お
金
が
な

く
て
も
限
度
額
ま
で
決
済
が
可
能
な
た

め
、
短
期
間
で
高
額
被
害
に
あ
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

■
ス
マ
ホ
で
も
…

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
っ

た
新
し
い
手
口
も
増
え
て
い
ま
す
。
知

ら
な
い
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
慎

重
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

天然冷蔵庫の風穴

荒々しい溶岩の河原
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まちの求人案内

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101　　ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
ハローワーク香住　℡（0796）36-0136　　サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 25年 8月 20日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）

㈱コメリ 総合職 27 以下 191
総合職 27 以下 169

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250～400
配達業務 不問 132～149

山陰道路㈱ 建築施工管理 不問 180～220
土木技術者 65 以下 176

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～215

㈱たじみや 事務職 45 以下 200～400
株本建設工業㈱ 土木技術者 59 以下 165～308
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 45 以下 160～250
山陰造園土木㈱ 作業員 35 以下 150～250
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154～330
㈲ダイワ自動車 営業 45 以下 180～250
㈲ラッキー美容院 美容アシスタント 不問 140～250
兵庫県但馬県民局 土木技術業務 不問 136～145
㈲岡市組 土木作業員 45 以下 154～198
㈱ＳＴＣ 出荷事務 不問 127

㈱ナカケー 事務職 不問 150～200
鮮魚加工員 不問 150～200

㈱田中工業所 土木技術者 不問 138～195
土木作業員 不問 138～195

ヤマト運輸㈱ 配達業務 不問 105～168
浜坂漁業協同組合 鉄工係 45 以下 150～200
㈱リフティングブレーン 食品梱包 不問 151～159
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 127～142
今木建築 大工 不問 130～396
日興建設㈱ 土木技術者 40 以下 165～273

（温泉地域）
㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64 以下 169～289

㈱井筒屋 客室係 60以下 231～256
料飲係 60以下 163～188

全但バス㈱ バス運転手 不問 183～184
事務職 35 以下 149～167

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 157～177
看護師 不問 152～245

㈱光商会 スタンド業務 不問 140～200
井上自動車整備㈱ 自動車整備士 35 以下 130～200

アイアンドエフ・ビルディング㈱ フロント 45 以下 188～226
レストランスタッフ 45 以下 188～226

㈱朝野家
予約係 不問 140～150
販売係 不問 140～150
営業係 不問 140～150

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 167～193

㈱寿荘 事務職 59 以下 150
客室係 不問 198～242

㈱温泉町夢公社 施設管理 不問 140～150
㈱ナカケー 鮮魚加工員 不問 150～200
㈱荒湯観光センター 販売員 不問 129～138
㈱西沢製作所 事務職 不問 120

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900～1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 750～1,000
㈱エッジ 情報誌配布 不問 1,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
レジ係 不問 950～1,000
レジ係 不問 750～ 850
配達業務 不問 900～1,000

㈱トヨダ
販売員 18以上 749～1,049
販売員 不問 749～ 799
惣菜担当 不問 749～ 799

㈱コメリ 販売員 不問 800
販売員 不問 750～ 780

㈱マル海渡辺水産

販売員 不問 750～1,000
販売員 不問 1,000
フロアースタッフ 不問 750～1,000
フロアースタッフ 不問 1,000
調理補助 不問 750～1,000

㈲山米鮮魚 販売・加工員 不問 750～ 850
ゴダイ㈱ 販売員 不問 850～ 938
フジコン食品㈱ 計量包装作業 不問 780～ 800
日本郵便㈱ 集荷業務 不問 850

㈱ナカケー 鮮魚加工員 不問 750 ～ 950
販売員 不問 800 ～ 950

㈱隆栄水産 接客業務 不問 800 ～ 950
㈱清光社 清掃業務 不問 850

（温泉地域）

㈱井筒屋

料飲係 不問 950
施設係 不問 850
バンケット係 不問 950
浴場業務 不問 850
配膳係 不問 850～ 950
まかない係 不問 800～ 850

湯快リゾート㈱

レストランスタッフ 不問 800～1,125
調理補助 不問 800～1,063
施設管理 不問 750～1,000
運転手 不問 800～1,063

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 950

アイアンドエフ・ビルディング㈱ ナイトフロント 18 以上 800～1,200
レストランスタッフ 不問 800～1,200

㈱寿荘 事務職 不問 850
㈱たむら 接客スタッフ 不問 750 ～ 800
アイケー電機㈱ コイルテーピング作業 不問 760 ～ 900
湯村温泉　魚と屋 客室係 不問 900～1,200
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 800～1,000
㈱とみや旅館 浴場清掃 不問 750
㈱温泉町夢公社 施設管理 不問 750 ～ 800
㈱但馬寿 製造業務 不問 950

㈱ナカケー 鮮魚加工員 不問 750 ～ 950
販売員 不問 800 ～ 950

㈱ペネミール 調理補助 不問 800 ～ 850
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―
農
業
委
員
会
情
報
№
91
―

H25（2013）.9.12

広報しんおんせん（9月号）

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

町
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
夏
季
に
農

地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

7
月
18
日
に
農
地
部
会
を
中
心
に
1
班

編
成
で
、
8
月
29
日
に
は
全
委
員
が
2

班
編
成
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
遊
休
農
地
を
発
見
す
る

手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
無
断
転
用
や

違
反
転
用
を
早
期
に
発
見
し
た
り
、
農

地
法
に
基
づ
い
て
許
可
し
た
案
件
や
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
い

て
利
用
権
設
定
等
が
行
わ
れ
た
案
件
に

つ
い
て
、
そ
の
後
、
適
切
に
耕
作
や
転

用
行
為
が
な
さ
れ
て
い
る
か
等
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

◇
点
検
項
目

①
遊
休
農
地
の
把
握

②
無
断
転
用
、
違
反
転
用
の
早
期
発
見

③
基
盤
法
に
よ
る
利
用
権
設
定
等
農
地

の
履
行
状
況
の
確
認

④
相
続
税
、
贈
与
税
納
税
猶
予
適
用
農

地
の
利
用
状
況
確
認

⑤
仮
登
記
農
地
の
利
用
状
況
確
認　
　

農
用
地
の
利
用
集
積

　

経
営
規
模
の
拡
大
や
遊
休
農
地
対
策

等
の
た
め
、
農
用
地
を
利
用
集
積
（
貸

借
等
）
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
推
進
す
る
の
が
「
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
」
で
す
。
同
法
の
主
な
メ

リ
ッ
ト
は
次
の
２
点
で
す
。

①
農
地
法
の
許
可
が
不
要
（
町
の
公
告

に
よ
り
効
力
発
生
）

②
期
限
が
来
た
ら
自
動
的
に
返
還
さ
れ

る
た
め
、
安
心
し
て
貸
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
法
律
に
よ
り
実
施
さ
れ

る
の
が
次
の
よ
う
な
事
業
で
す
。

◇
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

　

貸
借
人
か
ら
の
申
請
を
受
け
て
町
が

複
数
農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い
て
一
括

し
て
定
め
る
計
画
（
農
用
地
利
用
集
積

計
画
）
を
作
成
・
公
告
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
地
法
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な

く
農
地
の
権
利
設
定
が
行
わ
れ
る
仕
組

み
で
す
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
り
設
定
さ

れ
た
賃
借
権
等
は
法
定
更
新
が
適
用
さ

れ
ず
、
存
続
期
間
の
満
了
に
よ
り
農
地

は
確
実
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

◇
農
用
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

①
農
地
所
有
者　

　
　

農
地
所
有
者
は
自
ら
借
り
手
を
探

す
必
要
が
な
く
、
安
心
し
て
農
地
を

任
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　

相
手
先
を
特
定
し
ま
せ
ん
が
、
農

地
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
成
立
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
　

◀

②
農
用
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体（
町
）

　
　

農
地
所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
て

所
有
者
を
代
理
し
て
農
地
の
貸
付
等

を
行
い
ま
す
。

　

・
農
業
委
員
会
に
よ
る
協
議
・
調
整

　

・
面
的
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
利
用
集

積
さ
れ
る
よ
う
受
手
と
な
る
担
い

手
と
協
議

　
　

◀

③
地
域
農
業
の
担
い
手

　
　

多
数
の
農
地
所
有
者
と
交
渉
す
る

必
要
が
な
く
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

い
る
農
地
を
面
的
に
ま
と
め
て
も
ら

い
、
効
率
的
な
農
作
業
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
で
は
、大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
、「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
し
遊
休
農
地
の
把
握
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
で
は
農
用
地
の

流
動
化
を
図
り
、
経
営
規
模
の
拡
大
や
遊
休
農
地
対
策
を
進
め
る
た
め
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
「
農
用
地
の
利
用
集
積
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
２
つ
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
遊
休
農
地
の
発
生
を
抑
制

し
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
農
地
を
守
ろ
う
！

今年の農地パトロールの様子
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　８月 11日、石橋地区で夏の恒例行事「石橋池たらい
漕ぎ競争」が開催され、町内外から多くの人が訪れまし
た。このイベントは古くから生活用水として使われてい
る石橋池を活用し、地域を活性化しようと毎年行われて
いる取組で、今年で 21回目となります。
　メインのたらい漕ぎ競争では、地元の住民をはじめ西
宮市のボーイスカウトの子どもたちも参加し、バランス
の悪いたらいに悪戦苦闘しながらも、ゴールを目指して
懸命にオールを漕ぎ、熱戦を繰り広げました。

川に親しむ　川魚食文化学習会

名勝負を展開  石橋池たらい漕ぎ競争

　８月 17日、岸田川の環境を守る会（杉谷勉会長）に
よる「第１回岸田川に育む川魚の食文化学習会」が七釜
の岸田川河川敷で開催され、町内の小学生や保護者約
90人が参加しました。
　川が持つ様々な機能を見直し、多くの方に川に親しん
でもらう目的に開催されたもので、参加者は美味しい時
期を迎えたアユの踊り串の打ち方や塩の振り方、炭火焼
のポイントなど学びました。アユの塩焼きを食べた参加
者は「とても美味しい。家でも食べたい」と笑顔でした。

　８月 15 日、お盆の風物詩の一つ「岸田川燈籠流し・
送り火」が岸田川河口で行われ、約 200 基の燈籠が夕
闇の川面を静かに照らしました。
　この行事は、送り火の会（田中瑞穂会長）が先祖の供
養と平和への願いを込めて毎年開催しています。会員の
高齢化などから一時は開催が困難になりましたが、住民
からの要望や多くのボランティアの協力で続けられてい
ます。参加者はそれぞれの祈りを込めて静かに燈籠を流
し、手を合わせて見送っていました。

祈りをこめて  岸田川燈籠流し

広報しんおんせん（9月号）

　8月 3日、浜坂駅前の八幡町から新町までの商店街で
「第 2回いきいき浜坂納涼祭」が開催されました。通り
には、かき氷や金魚すくい、射的などさまざまな屋台が
並び、その間で子ども神輿の練り歩きや少年少女音楽隊
の演奏、浜坂高校の生徒による麒麟獅子舞などが披露さ
れ、大勢の来場者が楽しみました。
　また、会場には、浜坂高校の生徒が 2週間かけて作っ
た巨大な迷路が登場し、子どもたちが何度も挑戦する姿
が見られ大好評でした。

いきいき浜坂納涼祭

H25（2013）.9.12
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泣き声響かせ  稚児土俵入り

　８月 24日、町指定民俗文化財の「湯村の火祭り」が
湯村温泉街の春来川周辺で行われ、地域住民や多くの観
光客が見守る中、約 120 人の参加者がトーチ棒で炎の
円を描き、晩夏の夜空と春来川を明るく照らしました。
　トーチ棒は、地域の子ども達や観光客などが、「ｼﾞｰﾛﾝ
ﾎﾞ、ﾀｰﾛﾝﾎﾞ､ ﾑｰｷﾞﾉﾅｰｶﾉｸｰﾛﾝﾎﾞ」のはやし言葉に合わせ
ながら回しました。温泉小学校５年生の衣川慎之介くん
は、「トーチ棒が重かったけど、回すのが楽しかった」
と話し、伝統行事を満喫した様子でした。

五穀豊穣・無病息災を願う　湯村の火祭り

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（9月号）

　８月 24 日、飯野の巖山神社で「巖山地蔵大権現祭」
が開催されました。境内では、神事の呼び物として、恒
例の稚児土俵入りが行われ、赤い鉢巻きと腹当てを身に
着けた赤ちゃんたちが、地元の若者力士らに抱えられて
勇ましく四股を踏みました。
　子どもの健やかな成長を願う伝統行事で、土俵入りで
泣いた稚児は丈夫に育つとの言い伝えがあり、力士に抱
えられた稚児が登場すると歓声と一緒に「もっと泣け」
などの声援と拍手が送られていました。

　本年度、但馬牧場公園では、宝くじの社会貢献広報事
業を活用し、親子のきずなを深める体験行事を計画して
おり、８月に２つの事業を開催しました。
　８月 10 日、11 日には、親子で但馬牛を学ぶイベン
ト「親子但馬牛講座」を開催。２日目の講座では、研修
室で但馬牛の一生や生産地の分布、良い牛の見分け方に
ついて講義を受け、大動物舎に移動して牛のブラッシン
グや鼻の紋様を紙に写し取ったり、聴診器で牛の心音を
聴くなどの体験を行いました。

但馬牧場公園で親子対象の体験行事を開催

　２日間とも受講した温泉小学校４年生の丸岡華
か

麟
りん

さん
は「牛を触ったら、とてもやわらかくて気持ちがいい」
と初めて触った但馬牛の感触を楽しんでいました。
　８月 17日には、次回五輪や日本でのラグビーＷ杯の
開催を控え、普及が進められているタグラグビーの体験
交流会を芝生広場で開催。昨年、全国小学生タグラグ
ビー大会で県チャンピオンとなった兵庫ラグビースクー
ル（神戸市）のメンバーを招待し、大人・子ども関係な
く約 40名が試合などを通じて交流を図りました。
　試合では照来小学校の選抜メンバーが県チャンピオン
チームに挑戦し、多くの声援を浴びながら健闘しました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H25（2013）.9.12

ご
案
内

広報しんおんせん（9月号）

浜
坂
先
人
記
念
館

池
坊
い
け
ば
な
展

　

華
道
家
元
池
坊
鳥
取
支
部
浜
坂
地
区

主
催
の
生
花
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
15
日
（
日
）、16
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
二
日
目
は
午
後
４
時
ま
で

▼
出
品
数　

約
30
点

～
傘
寿
か
ら
の
挑
戦
～
喜
尚
晃
子
パ
ソ
コ
ン
画
の
世
界

わ
た
し
の
春
夏
秋
冬
原
画
展

　

千
原
出
身
の
喜
尚
晃
子
さ
ん
（
大
阪

市
）
が
81
歳
か
ら
始
め
た
パ
ソ
コ
ン
画

42
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
18
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
９
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

※
毎
週
木
曜
日

　

休
館

―
と
こ
ろ
・
問
合
せ
―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
82
‐
４
４
９
０

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

～
海
、
山
、
温
泉
、
人
の
ま
ち
～

え
え
と
こ
、
あ
っ
た
か
絵
手
紙
展

　

町
内
公
民
館
の
絵
手
紙
教
室
講
師
の

木
本
博
明
さ
ん
と
湯
村
教
室
の
皆
さ
ん

の
ス
ケ
ッ
チ
、
絵
手
紙
な
ど
約
３
０
０

点
を
展
示
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

▼
と
き　

９
月
18
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
10
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

※
毎
週
月
曜
日

　

休
館
（
祝
日

　

の
場
合
は
翌

　

日
）

～
下
手
で
い
い
、
下
手
が
い
い
～

　
　
　
　

絵
手
紙
体
験
教
室

　

絵
手
紙
展
期
間
中
に
体
験
教
室
を
実

施
し
ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
28
日
（
土
）、29
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
参
加
料　

１
０
０
円（
準
備
物
な
し
）

▼
募
集
期
限　

９
月
26
日
（
木
）

―
と
こ
ろ
・
問
合
せ
―

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館　

敬
老
の
日
お
年
寄
り
無
料
招
待

　

入
浴
料
金
に
つ
い
て
、
敬
老
の
日
を

お
祝
い
し
て
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。

▼
と
き　

９
月
16
日
（
月
）
敬
老
の
日

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容

▪
大
浴
場　

65
歳
以
上
無
料

▪
多
目
的
風
呂

　

65
歳
以
上
が
一
緒
の
場
合
半
額

※
免
許
証
・
保
険
証
等
を
フ
ロ
ン
ト
に

提
示
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

七
釜
温
泉

　
　
　

ゆ
～
ら
く
館

　

℡
83
‐
１
５
２
６

「
技
大
祭
」
の
ご
案
内

▼
と
き　

９
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

▼
内
容　

模
擬
店
、
も
の
づ
く
り
体

験
講
座
（
木
工
製
作
、
金
属
加
工
）、

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ

な
ど

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３
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お
知
ら
せ

公
立
浜
坂
病
院
受
付
時
間
外

の
受
診
に
つ
い
て
お
願
い

　

最
近
、
平
日
の
外
来
受
付
時
間
外
の

午
後
に
受
診
の
た
め
直
接
来
院
す
る
方

が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
に
よ
っ
て
は
、
当
院
で
治
療
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、休
日
・

夜
間
と
同
様
、
来
院
前
に
電
話
で
受
診

の
可
否
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１

年
金
相
談

　

年
金
加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
・
受

給
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
各
種
年
金
相

談
に
豊
岡
年
金
事
務
所
の
職
員
が
応
じ

ま
す
。

▼
と
き　

９
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
合
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
や
認
知
症
等
に
つ
い

て
、
本
人
や
家
族
の
方
な
ど
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。（
相
談
費
用
無
料
）

▼
と
き　

９
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

▼
内
容　

但
馬
病
院
精
神
科
医
師
、
保

健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
予
約　

問
合
せ
先
へ
電
話
で
予
約

▼
問
合
せ……

健
康
福
祉
課…

健
康
推
進
係

℡
99
‐
２
９
４
０（
す
こ
や
か
～
に
内
）

結
核
は
現
代
の
病
気
で
す

　

結
核
患
者
の
う
ち
高
齢
者
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。高
齢
者
は
、

「
せ
き
」
や
「
た
ん
」
な
ど
結
核
特
有

の
症
状
が
現
れ
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
せ
き
な
ど
の
症
状
が
長
引
く
時

は
早
期
の
受
診
が
大
切
で
す
。

　

結
核
は
、
治
療
方
法
の
発
達
に
よ

り
、
比
較
的
短
期
間
で
効
果
的
な
治
療

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
の
た
め
、
大
切
な
人
に
う

つ
さ
な
い
た
め
に
も
、
早
期
の
発
見
と

予
防
が
大
切
で
す
。

▼
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
０
７
９
６
‐
26
‐
３
６
６
０

地
元
食
材
を
使
っ
た
グ
ル
メ
商
品
の
開
発
費
を
助
成
し
ま
す

地
域
資
源
活
用
促
進
事
業
補
助
金

　

特
産
品
の
消
費
拡
大
と
地
域
資
源
Ｐ

Ｒ
の
た
め
、
町
内
の
食
材
を
使
用
し
た

新
商
品
の
開
発
を
行
う
団
体
に
町
が
開

発
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
の
団

体
が
単
独
か
連
携
し
て
行
う
も
の

①
中
小
企
業
（
町
内
に
事
業
所
か
加
工

場
が
あ
る
こ
と
）

②
協
同
組
合

③
生
産
者
団
体
（
生
産
者
を
含
め
て
５

名
以
上
の
団
体
）

④
食
品
加
工
団
体
（
規
約
等
を
有
す
る

こ
と
）

▼
補
助
対
象
経
費　

新
商
品
の
開
発
ま

た
は
既
存
商
品
の
改
良
に
か
か
る
経

費
の
う
ち
次
の
も
の

　

専
門
家
へ
の
講
師
謝
金
、
交
通
費
、

原
材
料
費
、
機
械
設
備
費
（
一
定
の

制
約
あ
り
）、
使
用
料
（
機
械
リ
ー

ス
な
ど
）、
委
託
料
、
広
告
宣
伝
費

（
包
装
費
を
含
む
）、
事
務
雑
費
、
備

品
購
入…

な
ど

※
他
の
補
助
制
度
に
よ
り
実
施
す
る
事

業
は
対
象
外

▼
補
助
金
の
額
（
補
助
率
）

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

▼
補
助
金
上
限
額

①
商
品
開
発
型
事
業　

50
万
円

　
（
開
発
ま
た
は
改
良
を
行
う
事
業
）

②
新
規
起
業
型
事
業　

100
万
円

　
（
①
の
う
ち
、
新
規
に
事
業
開
始
を

行
う
も
の
）

※
申
請
手
続
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
5
６
２
５

「まちづくりに役立つオータムジャンボ宝くじ」
当たってにっこり　地元もほっこり

　オータムジャンボ宝くじの売上金は、販売実績に応
じて都道府県に交付されます。
　県内の各市町では、この交付金を住みよいまちづく
りに活用しています。ぜひ、県内の宝くじ売り場でお
買い求めください。
発売期間　９月20日（金）～10月11日（金）
　　　　―問合せ―

（公財）兵庫県市町村振興協会
　　  ℡（078）322-1151
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募　

集

緑
の
募
金

募
金
の
お
願
い

　

森
と
緑
は
、
限
り
な
い
恵
み
を
も
た

ら
し
、
豊
か
な
地
球
環
境
を
残
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
森
や
緑
を
守
り
育
て
て

い
く
た
め
に
、本
年
度
も
「
緑
の
募
金
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

募
金
の
一
部
は
、
町
内
各
地
域
の
団

体
な
ど
に
よ
る
緑
化
活
動
や
緑
の
少
年

団
活
動
、
巨
樹
の
保
護
、
県
内
各
地
の

緑
化
事
業
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

苗
木
等
の
資
材
提
供

　

町
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
緑
の
募

金
に
よ
り
、
地
域
の
緑
化
活
動
へ
の
樹

木
の
苗
木
・
資
材
等
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
各
地
区
・
グ
ル
ー
プ
で
の
地

域
の
緑
化
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
対
象

　

団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
地
区
等

▼
助
成
内
容　

樹
木
の
苗
木
、
肥
料
な

ど
緑
化
活
動
に
必
要
な
資
材

※
計
画
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

―
問
合
せ
―　

町
緑
化
推
進
委
員
会

　
（
事
務
局　

農
林
水
産
課
内
）

　

℡
82
‐
５
６
２
６

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
が

無
料
で
で
き
ま
す
！

　

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
は
、
町
が

「
簡
易
耐
震
診
断
員
（
建
築
士
）」
を
派

遣
し
て
住
宅
の
耐
震
性
の
評
価
、
耐
震

改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
報
告
書
を

作
成
し
ま
す
。
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

を
実
施
し
、
地
震
に
耐
え
る
住
ま
い
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
住
宅　

町
内
に
あ
る
住
宅
で
、

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

（
建
築
）
さ
れ
た
も
の

※
工
法
・
構
造
に
よ
り
対
象
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
個
人
負
担
額　

無
料

※
診
断
経
費
3
万
円
を
町
が
全
額
負
担

▼
申
込
方
法　

建
設
課
に
備
え
付
け
の

耐
震
診
断
技
術
者
名
簿
の
診
断
員
の

内
諾
を
受
け
、
建
設
課
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

12
月
27
日
（
金
）

※
予
定
件
数
に
達
し
た
場
合
も
終
了

▼
耐
震
性
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
場
合

　
　

一
定
の
条
件
を
満
せ
ば
、
耐
震
改

修
計
画
策
定
費
や
耐
震
改
修
工
事
費

の
一
部
が
助
成
さ
れ
、
工
事
に
は
町

の
上
乗
せ
補
助
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

小
又
川
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

洞
窟
の
中
に
あ
る
シ
ワ
ガ
ラ
の
滝
と

落
差
約
30
ｍ
の
桂
の
滝
を
目
指
し
自
然

観
察
し
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
集
合　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

大
人　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　

８
０
０
円

▼
定
員　

先
着
25
名

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
長
靴

▼
申
込
み　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

●とき　10月 20日（日）
◇開会式　午前８時 30分　出合河川敷グラウンド
◇スタート　午前９時
　　　　　　　地域・一般・事業所・中高男子
　　　　　　午前 10時 30分（浜坂県民サンビーチ）
　　　　　　　女子・中高女子・小学生
●部門・コース

●参加費　１チーム　1,000 円
　　　　　　（小・中・高校生は無料）
●申込期限　９月 26日（木）
※生涯教育課または温泉公民館に参加費を添えて
申込書を提出

●問合せ　生涯教育課　スポーツ推進係
　　　　　℡ 82-5629

部　門 コース
地域の部 出合河川敷グラウンド～今

岡金屋～七釜～福富～浜坂
県民サンビーチ
＊５区間　10.6㎞

一般の部
事業所の部
中高男子の部
女子の部 浜坂県民サンビーチ～

岸田川河口付近
＊５区間　7.5㎞
　（1.5㎞× 5　周回コース）

中高女子の部
小学生男子の部
小学生女子の部

第４回岸田川駅伝競走大会
第
８
回
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き

　

10
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
勤
務
す

る
方
（
学
生
は
除
く
）

※
男
性
は
、
大
会
当
日
に
満
40
歳
以
上

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
18
名
以
内

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
締
切　

９
月
30
日
（
月
）

▼
問
合
せ　

町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
82
‐
４
５
１
２…
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但
馬
ド
ー
ム　
　
　
　
　

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

▼
と
き　

10
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
キ
ッ
ズ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
出
演

者
募
集
（
参
加
費
無
料
）

◇
応
募
締
切　

10
月
２
日
（
水
）

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

◇
応
募
締
切　

10
月
９
日
（
水
）

◇
車
乗
り
入
れ　

先
着
70
ブ
ー
ス

　

５
×
６
ｍ　

１
ブ
ー
ス
５
千
円

◇
手
持
ち　

先
着
30
ブ
ー
ス

　

４
×
３
ｍ　

１
ブ
ー
ス
２
千
５
百
円

▼
ち
び
っ
子
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

者
募
集

◇
応
募
締
切　

10
月
19
日
（
土
）

◇
募
集
内
容　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
保
護
者
30
組
程
度
。
手
持
ち
で
搬

入
。
１
組
５
百
円

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

木
の
殿
堂  

特
別
組
み
木
教
室

　

組
み
木
経
験
者
を
対
象
に
「
三
段
飾

り
五
月
人
形
」
を
製
作
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
29
日
、
10
月
20
日
・
27

日
、11
月
10
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

木
の
殿
堂

▼
募
集
人
員　

14
名

▼
参
加
費　

３
，
０
０
０
円

▼
申
込
み　

木
の
殿
堂

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８

網戸、障子の張り替え・家具の配置換え・家内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利用いただけます。[ 新

温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 30 円や、材料費等は別途金額となります。
（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 　事前予約をお願い致します。（お見積もり無料）

＊昨今のガソリン代高騰のため、燃料代が上がりました。
お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　担当者直通電話　080-1908-5829　

【広告】
ご愛顧いただき、ありがとうございます。

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝きり・

コリドー２１

恋結びパーティー 2013
　おいしい軽食やケーキを食べながら、楽しく会話をします。
景品のもらえるゲームも企画中です！
　思い切って出会いの場に参加してみませんか。

＊と　　き 11 月 17 日（日）　午後３時～６時
  ※男性のみ事前セミナーを開催  午後２時 30 分～
＊と こ ろ ベーカリーレストラン  サンマルク  鳥取店
  （鳥取市興南町 11）
＊募集対象 概ね 30 歳～ 45 歳の独身の方（男女各 25 名）
  （新温泉町、香美町、鳥取市、岩美町、八頭町、
  若桜町に在住・在勤の方）
＊参 加 費 男性　2,000 円、女性　1,000 円
  ※当日集めます。
＊内 容 フリードリンク、軽食・ケーキ等のバイキング
＊申込締切 10 月 31 日（木）必着
  ※申込多数の場合は、抽選で参加者を決定
＊申込方法 ①氏名　②年齢　③性別　④住所　⑤電話番号
  ⑥ E-Mail アドレス　⑦ニックネームを明記の
  うえ、はがき、FAX または E-Mail で申込みく
  ださい。（電話の申込みは受け付けていません）

―主催・申込み・問合せ―
コリドー２１（事務局　鳥取市役所企画調整課内）

  〒 680-8571 鳥取市尚徳町 116
  ℡（0857）20-3153　℻（0857）21-1594
  E-Mail：kikaku@city.tottori.lg.jp

※コリドー２１とは、鳥取県と兵庫県の県境に位置する１市５町
（新温泉町・ 香美町・鳥取市・岩美町・八頭町・若桜町）で組織した、

お互いに交流を深めながら地域づくりを進めるための団体です。
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編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版
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「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

7 月 16 日～ 8 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 氏　　名 保護者 出生日

国民健康保険税第３期
納期限９月 30 日（月）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認
をお願いします。　税務課　℡ 82-3113

第20回 但馬“牛まつり”

●まちのうごき●　
　9月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,115 人 （－   4）

　男 7,682 人 （－   1）

　女 8,433 人 （－   3）

世帯数 5,861 世帯 （＋   3）

楽しい、おいしい
　　　　但馬牛の祭典　
ご家族で、グループで
　　お楽しみください！

●と　き　9月 22日（日）（小雨決行）
　　　　　　午前 10時～午後４時
●ところ　県立但馬牧場公園
●内　容
　◇但馬 “牛まつり ” パレード
　◇郷土芸能発表
　◇但馬牛○×クイズ
　◇但馬地域特産品の展示即売
　◇子どもの広場
　◇但馬ビーフを食べ尽くせ !!
　◇但馬杜氏「日本酒まつり」
　◇獣電戦隊キョウリュウジャーショー
　◇但馬牛の絵展　9月11日（水）～23日（月）
　◇「福もち」まき大会
●募集しています
　◇但馬牛にちなんだ仮装参加者
　◇但馬 “牛まつり ” 写真コンテスト
●問合せ 　但馬 “牛まつり ” 実行委員会
　（温泉総合支所地域振興課）℡ 92-1131


